
 

 

（ 報告事項 ）                第１４２３回経営委員会資料 

２０２３年４月２５日 

 

 

視聴者対応報告（２０２３年１～３月）について 

 

 

放送法第２７条に定める視聴者対応の状況について、２０２３年１～３月分を 

別冊「視聴者対応報告（２０２３年１～３月）」のとおり取りまとめたので、 

放送法第３９条の第４項の規定に基づき報告する。 



（別冊） 

 

 

視 聴 者 対 応 報 告 
 

 

２０２３年１～３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本放送協会 
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放送法第２７条 

協会は、その業務に関して申出のあった苦情その他の意見については、適切かつ迅速に

これを処理しなければならない。 

 

放送法第３９条 第４項 

会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条の苦情その他の意見

及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告しなければならない。 
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■「どうする家康」東海４県で放送の関連番組を全国に向けて再放送！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月から始まった大河ドラマ「どうする家康」は、古沢良太さんの斬新な脚本と、松本潤さんが演じる等身大の主

人公が多くの視聴者から共感を呼んでいます。家康ゆかりの地、東海地区のＮＨＫ各放送局では、ドラマへの期待を

高め物語をさらに楽しんでもらおうと、昨年末からことし１月にかけて多彩なイベントや関連番組を企画、地元に

向けて放送したほか、ＮＨＫプラスでも配信を行いました。これらの番組には、イベントの参加者や番組を見られな

かった全国の視聴者などから反響が相次ぎ、全国放送を希望する声は４００件以上にのぼりました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ パブリックビューイングのイベントに参加したが、多くの人とその時間を共有できて、印象深い体験だった。大

河ドラマをより楽しむためにもぜひ、多くの人に見てもらいたい。               （年代不明） 

・ ＮＨＫ名古屋の公式ＳＮＳで「東海プレミアリレー」という番組が東海地方限定で放送されると告知されていたが、

ぜひ全国放送してほしい。                      （１９歳以下女性） 

・ 東海４県で「東海ドまんなか！松本潤&家臣団が大集結！ウラ話トークＳＰ」という番組が放送されたが、ぜひ全

国で放送してほしい。大河ドラマを楽しみにしている高齢の叔母はＮＨＫプラスを使えないようなので何とか

見せてあげたい。                                （年代不明女性） 

・ 家康とは縁遠い地域に住んでいるが、家臣団ウラ話トークＳＰをぜひ全国で再放送をお願いしたい。深夜でも

かまわない。ＮＨＫプラスでも見たが、いずれ見られなくなる。テレビ放送を録画して何度も見て楽しみたい

と思っている。                                           （６０代女性） 

 

 

予想をはるかに上回る盛り上がりを受け、再放送に向けた検討に着手、視聴者からの要望が大きな後押しとな

り、３つの関連番組を２月に全国に向けて集中編成することが決まりました。番組は名古屋局と大河ドラマの制作

班との間で、全国放送も視野に入れて準備を進めていたもので、再放送が決まってからは、さまざまな媒体を  

通じ放送日時の告知を行いました。また、最初の放送から時間が経った番組については、一部テロップや番組中の

ドラマ映像を差し替えるなど、初めて見る視聴者でも楽しむことができるよう工夫しました。 

  





11 

■スポーツ中継を分かりやすく 選抜高校野球で選手名をフルネームで紹介 
 

 

 

 

 

 

 

日々国内外の熱戦を伝え続けているスポーツ中継。多くの視聴者に熱戦を楽しんでいただいています。大谷  

翔平選手の活躍に沸くＭＬＢや日本のプロ野球、サッカーＪリーグ、大相撲などのプロスポーツと並び、ＮＨＫがスポ

ーツ放送の柱として大事にしてきたのがアマチュアスポーツです。 

毎年夏に行われる全国高校野球選手権と３月に行われる選抜高校野球大会、ＮＨＫでは総合、Ｅテレ、Ｒ１、ＦＭなど

で、夏は全４８試合、春の選抜は３１試合(２０２３年は記念大会のため３５試合)を放送しています。１つの大会に実況、

インタビュー、アルプススタンドからのリポートなどで全国から４０人から５０人近いアナウンサーが集まります。 

これまでアナウンサーのコメントに対して視聴者からいただくご意見は、「地元の学校をもっとしっかり伝えて

ほしい」「一方のチームに情報が偏らないように放送してほしい」など、内容に関するものが大半でした。このよう

な声に応えるため、全国で放送している強みを生かし、それぞれの地域でアナウンサーが取材した情報を甲子園

に持ち寄り、大会前には綿密な戦力分析会を開いて情報を共有するなどして、公平で分かりやすい放送につなげ

てきました。 

そして、ここ数大会、これまであまりなかった意見が目立つようになりました。「選手の名前の読み方が分から

ない」「名前をフルネームで伝えてほしい」というものです。２００４年の人名用漢字の追加や、これまで一般的では

なかった当て字を用いることなどで、読み方が一目では分からない名前の選手が増えてきたためと考えられま

す。 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 生徒の名前の読み方をフルネームで紹介してほしい。この頃の若者の名前は読み方が難しいのできちんと 

紹介してほしい。                          （６０代女性） 

・ せっかくの晴れ舞台、ぜひフルネームで呼んであげてほしい。検討を願う。                （4０代女性） 

・ 試合中の選手の名前をフルネームで何回かアナウンスしてもらえると、さらに気持ちを入れて応援できると 

思う。                  （５０代女性） 

・ 全国多様な選手の名前も楽しみの一つ。ここ数年どう読むのかわからない名前が多く、読み方が気になって

しかたない。選手紹介のときに、ぜひフルネームで読み上げてほしい。                         （５０代女性） 

 

このような声に応えるため、アナウンス室と大会の中継を制作している大阪局などで検討を始めました。まず、

選手の名前に読みがな(ルビ)をふることを考えましたが、表示システムを改修する必要があることや読みがなを

ふる名前を誰がどう選別するのかなどの課題もあり、導入には至りませんでした。 

 

そこで考えたのが、実況を担当するアナウンサーが選手の名前をフルネームで紹介するということです。ことし

３月の選抜からの実施を目指し効果的なタイミングを検討しました。１つは「試合開始前のスターティングメンバー

の紹介時」。しかし画面表示が姓のみのため効果的ではないと判断。次に「１回表と裏が始まる前の両チームの守備

紹介時」も検討しましたが、放送時間の都合で守備紹介ができない試合もあるため見送りました。そしていくつか

の候補の中から、「各選手の第１打席」に選手のフルネームをコメントすることを目標として、試験的に選手名を  

フルネームで紹介しました。 

中継では担当する各アナウンサーが趣旨を理解し、全ての試合で第１打席でのフルネーム紹介を行うことができ

ました。中継をご覧になった視聴者からは早速、反響が寄せられました。 
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【視聴者から寄せられた声】 

・ ２０日の第１試合のアナウンサーが選手の名前をフルネームで紹介していた、読めない名前が増えているので

うれしかった。                                （６０代男性） 

・ 選手の名前をフルネームで伝えてくれたアナウンサーありがとう。いつも何て読むんだろうとモヤモヤして

たのでうれしい。                          （４０代女性） 

・ 難読な漢字の名前の選手も多く、何と読むのか気になっていた。これまで要望を伝えたこともあった。今大会

で、ついにフルネームで実況をしてくれていた。試合そのものとは関係がないかもしれないが、より放送を

楽しめた。                                  （６０代女性） 

 

視聴者から寄せていただいたご意見をきっかけに取り組んだ今回の「選手名のフルネーム紹介」。このあとも、

夏には高校総体(インターハイ)、冬には駅伝などの高校スポーツの中継も予定されています。コメントの方法やタ

イミング、回数など検討を重ね、さらに分かりやすいスポーツ中継に取り組んでいきます。  



13 

■鹿児島放送局公式サイト 放送休止地域をより詳しく表示 
 
ＮＨＫの各放送局では放送設備の保守・整備などのため、放送を休止

する場合があります。これまで鹿児島放送局では、放送を休止すると

き、日時、休止するメディアと、休止する地域が県内全域なのか一部地

域なのかを、放送局のホームページでお知らせしてきました。これに

対して、視聴者から、放送を休止する地域を、具体的に知りたいという

要望が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 仕事で深夜、ラジオを聞きながら鹿児島県内を車でまわっている。ときどき、ラジオ放送が休止になるが、 

どのエリアが休止なのか事前に分かるとありがたい。                                         （５０代男性） 

 

 

こうした要望を受けて、１月、鹿児島局では放送設備の保守・整備の内容から地域を絞り込み、影響を受ける地域

を詳しく表示するようにホームページを改善しました。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ これまで『全県』か『一部』のみだった表記が、『大隅』や『北薩』など地域ブロック別の表記になりとても分かりや

すくなった。                                                   （５０代男性） 

 

ＮＨＫでは今後も地域のみなさまに、よりきめ細かな情報をお届けすることで、利便性の向上をはかってまいり

ます。  

ＮＨＫ鹿児島放送局 

従来の表示 

改善後の表示 
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誤記・誤読・間違い指摘への対応 

 

視聴者からの指摘をもとに確認したテロップのミスや誤読などの件数は、１月～３月は２６３件    

（１月 ８０件、２月 ９３件、３月 ９０件）でした。番組ページやニュースサイトなどのミスは、１月～３月は  

１０７件（１月 ３３件、２月 ３８件、３月 ３６件）でした。なお、１０月～１２月のテロップのミスや誤読などは 

２９６件、番組ページやニュースサイトなどのミスは１１０件でした。視聴者からの指摘については、直ち

に番組担当者に連絡し、修正などの対応をとりました。 

  





 
(参考) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１月
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月刊みなさまの声 ２０２３年１月 

 
２．放送・番組への声と対応 
 

放送に寄せられた視聴者の声は７９，３０９件で、このうち意見・要望は３２，８５３件でした。分類する

と好評意見が３９．６％、厳しい意見は６０．４％でした。好評意見は前月から１３．３ポイント上昇、これは

「第７３回ＮＨＫ紅白歌合戦」や「大河ドラマ」が多くの支持を集めたことによります。 

声をもとに対応したおもな事例は、番組のテロップの誤りや誤読など８０件（１２月は８４件）、ホーム

ページの関係は３３件（１２月は３０件）でした。制作担当者に伝えて再放送などで修正したほか、番組の

責任者らが出席する各種会議などでも状況を報告し、注意を促しました。 

また、２０２２年夏の全国高校野球選手権大会で東北勢として初めての優勝を決めた仙台育英高校の

決勝の試合について、視聴者から「もう一度見たい」「あの感動を再び分かち合いたい」という多くの熱

い声に応え、年末年始に東北６県に向けて特別編成を実施した仙台放送局の取り組みを紹介します。 
 
 
 
■年末年始に“ぎゅっと”再放送！ 仙台育英の優勝試合＆東北の特選番組 
 

２０２２年夏、深紅の大優勝旗が待望の“白河の関越え”を果た

しました。東北勢として春夏通じて初めてとなる宮城の仙台育英

高校の快挙は、宮城そして東北に勇気と大きな喜びをもたらし

ました。試合後のインタビューで須江監督が話した「青春って密」

という言葉はこの年の流行語にもなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 仙台育英の優勝をたいへん喜んでいるが、決勝は月曜日だったので仕事で見られなかった。もう

一度放送してもらえないだろうか。           （年代不明） 

・ この快挙をもう一度見たい。仙台育英と下関国際の決勝戦を、試合開始から表彰式まで再放送を

お願いしたい。            （４０代女性） 

・ 仙台育英の決勝戦、試合自体もすばらしかったことと、監督のインタビューがとてもよかったと知

人から聞いたのでどうしても見たい。       （７０歳以上男性） 

 

 

このような声を受け、仙台放送局では、家族や友人が集まる年末年始の帰省シーズンに決勝戦を再

放送できないか、検討を重ねました。せっかく放送するのであればと、試合だけでなく、印象的だった

試合後の須江監督や選手のインタビューも盛り込み、さらに監督自身の解説を聞きながら決勝の舞台

裏を振り返る演出を取り入れました。 

  

仙台育英 優勝決定の瞬間 

「青春ってすごく“密”なので。（中略）そういうことは全部だめだと言われて…（中略） 

活動していてもどこかでストップがかかるなか、あきらめないでやってくれました。

（中略）全国の高校生に拍手してもらえたらなと思います」 

仙台育英 須江監督 
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月刊みなさまの声 ２０２３年１月 

 

1,237

596

502

440

342

337

301

246

225

【大河ドラマ】どうする家康[新]第１回「どうする桶狭間」（1/8）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

【大河ドラマ】どうする家康 第２回「兎（うさぎ）と狼（おおかみ）」（1/15）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

クラシックＴＶ「羽生結弦 フィギュアスケートと音楽」（1/5）（Ｅテレ）

東海 ドまんなか！【「どうする家康」松本潤＆家臣団が大集結！ウラ話トークＳＰ】（1/27）（総合）
東海４県のみ放送 全国放送は2/12

うたコン 生放送！リクエストＳＰ▽新メンバー！純烈▽麻倉未稀▽ＩＫＫＯ（1/17）（総合）

【大河ドラマ】どうする家康 第３回「三河平定戦」（1/22）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

Ｔｈｅ Ｃｏｖｅｒｓ 青春ポップスナイト！ＳｉｘＴＯＮＥＳ京本大我さかいゆう（1/15）（ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

あしたが変わるトリセツショー「もう“めまい”に悩まない！★解明！耳の迷宮ＳＰ」（1/12）（総合）

PGAゴルフツアー2022-2023
放送予定問い合わせ多数 ※放送権契約終了のため、放送なし

■１月 反響の多かった番組 
 

８日から始まった「【大河ドラマ】 どうする家康」には、脚本や出演者についての好評意見が相次いだ

ほか、当初は東海地区のみで放送した大河ドラマの関連番組を、視聴者からの要望に応える形で、２月

に全国放送しました。また、「クラシックＴＶ」「うたコン」「Ｔｈｅ Ｃｏｖｅｒｓ」といった定時の音楽番組にも、

多くの反響が届いています。なお、大みそかに放送した「第７３回ＮＨＫ紅白歌合戦」への反響は、年初に

も続きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．インターネット業務への声 
 

インターネット業務に関する声の受付件数は１６，８８７件で前月より３，１５５件増加し、１０月以降の年

度下半期で最も多くなりました。うち８７%がＮＨＫプラスについてで、これは昨春からＮＨＫプラスの

見逃し配信サービスが対応済みのテレビ受信機でも利用可能となり、「紅白歌合戦を見逃した」「もう一

度家族と大画面で楽しみたい」というユーザーの問い合わせが一気に増えたことによるものです。 

また、動画・音声配信への声も４７１件と、今年度最多の実績でした。紅白の関連動画について、ＳＮＳ

などを通じて知った利用者から配信予定の問い合わせや動画の感想が寄せられ、ＮＨＫプラス同様に

“シェア紅白”に押し上げられた格好となりました。 

 

 

  

＜１月放送以外の番組への反響＞第７３回NHK紅白歌合戦「ＬＯＶＥ＆ＰＥＡＣＥ－みんなでシェア！－」 （12/31）（総合、ＢＳ４K、ＢＳ８K、ラジオ第１） ３，１９７件

※集計期間 １月１日～３１日 
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月刊みなさまの声 ２０２３年１月 

 
４．受信料への声 
 

受信料に関して、１月は１２1，５８２件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち９６．８%が 

問い合わせで、受信契約の手続きや請求内容に関するものでした。いただいた問い合わせに対しては、

ふれあいセンター（営業）をはじめ受付窓口でお答えしました。また、春の引っ越しシーズンに向けて、

公式サイト「ＮＨＫ受信料の窓口」での住所変更の手続きを番組などで案内したほか、郵便局でも住所変

更の申し込みができることをポスターで周知しました。例年この時期増える新規契約の申し出など受

信料各種手続きについて、引き続き分かりやすく説明していきます。 

ふれあいセンター（営業）で受け付けた意見は２，８８４件で、前月よりも３９１件減少しています。最も

多かったのは送付物に関するもので１，９４２件、契約・事務処理に関するものが２５０件、スタッフに関

するものは１０７件でした。年末以降、ふれあいセンター（営業）に電話がつながりにくい状態が続いて

おり、視聴者からも厳しい声が続いていましたが、オンラインでの手続きを併用しながら受け付け体制

を強化、混雑緩和に努めています。 

 

 

５．技術・受信相談への声 

 

技術・受信相談に関して、１月は２，６２７件の意見や問い合わせが寄せられ、ふれあいセンター（受信

相談）および各放送局の受信窓口では２，１９０件を受け付けました。内訳は、映像が受信できないなど

の申し出が１，６００件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法といった技術相談が５９０件でした。 

また、７日の日中帯に発生した衛星放送全波へのノイズ混入に伴う受信障害については、２５件の問い

合わせや相談がありました。 

 

 

６．経営への声 
 

ＮＨＫの経営に関して、１月は２６０件の意見や問い合わせが寄せられ、前月の１５７件から１０３件  

増加しました。このうち、ふれあいセンター（放送）に届いた意見や問い合わせは２１４件、最も多かった

のは経営計画修正案に関するものでした。衛星波の削減については５１件の反響があり、削減案に反対

する意見のほか、ＢＳプレミアムの番組が見られなくなるという誤解も含めて削減の実施時期、ＢＳ４Ｋ

の視聴方法についての問い合わせがありました。また、割増金の請求などを盛り込んだ受信規約が総

務省に認可されたことについては４１件、１６日に公表したラジオセンター職員の不正行為による懲戒

処分について、「処分が甘い」といった厳しい意見を中心に３０件の声がありました。このほか、２５日に

行った稲葉延雄新会長の就任記者会見には、「公正・公平で確かな情報」への期待や、「これまで以上に

国民の声に耳を傾けてほしい」などの要望が寄せられました。 
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月刊みなさまの声 ２０２３年１月 

 
 

・ 選手やチームの紹介が上位に偏っていたのではないだろうか。競技なので仕方ないかもしれない

が、できるだけ全都道府県を取り上げてもらいたい。                          （７０歳以上男性） 

・ 中継所のたすきリレーの映像について。メイン画面で先頭を走る選手、小さなサブ画面でたすき

の受け渡しが映っていたが、応援する都道府県を見たいので逆にしてほしい。       （６０代男性） 

 

 

〇第２８回都道府県対抗全国男子駅伝 

・ テレビで応援した。男子は３年ぶりの開催ということもあり、沿道に人がたくさんいて、活気を感

じることができた。                                                             （５０代女性） 

・ 駅伝の中継がすばらしかった。解説の尾方剛さんと、実況のアナウンサーも情報を事前によく調べ

てあって楽しかった。                                                           （６０代男性） 

・ 沿道の歓声や拍手の音が大きすぎて、実況と解説の声がよく聞きとれなかった。     （５０代女性） 

※実況・解説が聞きとりにくいことについての同様意見２１件 

・ 先頭ばかりが映っていて自分が応援している県をあまり見ることができない。全チームまんべん

なく映してほしい。                                                             （６０代男性） 
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２０２３年２月 
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月刊みなさまの声 ２０２３年２月 

 
２．放送・番組への声と対応 
 

放送に寄せられた視聴者の声は７１，７９０件で、このうち意見・要望は２８，９７１件でした。分類する

と好評意見が３７．１％、厳しい意見は６２．９％でした。好評意見は昨年度の平均より１１．８ポイント高く、

前月に引き続いて「大河ドラマ」や歌番組、それにドラマ番組が多くの支持を集めました 

声をもとに対応したおもな事例は、番組のテロップの誤りや誤読など９３件（１月は８０件）、ホームペ

ージの関係は３８件（１月は３３件）でした。制作担当者に伝えて再放送などで修正したほか、番組の責任

者らが出席する各種会議などでも状況を報告し、注意を促しました。 

また、４０年ぶりに徳川家康を単独主役にした大河ドラマ「どうする家康」について、愛知、静岡、三重、

岐阜の東海４県で放送した関連番組に対し、「全国放送をしてほしい」という視聴者の声に応えた取り

組みを紹介します。 

 

 

 

■「どうする家康」東海４県で放送の関連番組 全国に向けて再放送！ 
 

１月から始まった大河ドラマ「どうする家康」は、古沢良太さんの斬新な脚本と、松本潤さんが演じる

等身大の主人公が多くの視聴者から共感を呼んでいます。家康ゆかりの地、東海地区のＮＨＫ各放送局

では、ドラマへの期待を高め物語をさらに楽しんでもらおうと、昨年末からことし１月にかけて多彩な

イベントや関連番組を企画、地元に向けて放送したほか、ＮＨＫプラスでも配信を行いました。これらの

番組には、イベントの参加者や番組を見られなかった全国の視聴者などから反響が相次ぎ、全国放送

を希望する声は４００件以上にもおよびました。 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ パブリックビューイングのイベントに参加したが、多くの人とその時間を共有できて、印象深い体験

だった。大河ドラマをより楽しむためにもぜひ、多くの人に見てもらいたい。  （年代不明） 

・ ＮＨＫ名古屋の公式ＳＮＳで「東海プレミアリレー」という番組が東海地方限定で放送されると告知

されていたが、ぜひ全国放送してほしい。       （１９歳以下女性） 

・ 東海４県で「東海ドまんなか！松本潤&家臣団が大集結！ウラ話トークＳＰ」という番組が放送され

たが、ぜひ全国で放送してほしい。大河ドラマを楽しみにしている高齢の叔母はＮＨＫプラスを使え

ないようなので何とか見せてあげたい。        （年代不明女性） 

・ 家康とは縁遠い地域に住んでいるが、家臣団ウラ話トークＳＰをぜひ全国で再放送をお願いしたい。

深夜でもかまわない。ＮＨＫプラスでも見たが、いずれ見られなくなる。テレビ放送を録画して何度

も見て楽しみたいと思っている。          （６０代女性） 

 

 

予想をはるかに上回る盛り上がりを受け、再放送に向けた検討に着手、視聴者からの要望が大きな

後押しとなり、３つの関連番組を２月に全国に向けて集中編成することが決まりました。番組は名古屋

局と大河ドラマの制作班との間で、全国放送も視野に入れて準備を進めていたもので、再放送が決ま

ってからは、さまざまな媒体を通じ放送日時の告知を行いました。また、最初の放送から時間が経った

番組については、一部テロップや番組中のドラマ映像を差し替えるなど、初めて見る視聴者でも楽しむ

ことができるよう努めました。 
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月刊みなさまの声 ２０２３年２月 

 

812

537

441

365

283

273

243

240

181

176

【大河ドラマ】どうする家康 第５回「瀬名奪還作戦」（2/5）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

うたコン 「生放送▽鈴木雅之×ＪＯ１河野▽德永英明▽井上芳雄▽上白石萌音」（2/14）（総合）

【大河ドラマ】どうする家康 第６回「続・瀬名奪還作戦」（2/12）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

ＮＨＫスペシャル「調査報告・ロシア軍 ～“プーチンの軍隊”で何が～」（2/25）（総合）
※「北海道で震度５弱」関連ニュースのため中断、２８日に変更

ＮＨＫのど自慢チャンピオン大会２０２３ 【４１組のチャンピオンの頂点は！？郷ひろみ＆ももクロ】（2/25）（総合、ラジオ第１）

【大河ドラマ】どうする家康 第７回「わしの家」（2/19）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

【土曜ドラマ】探偵ロマンス [終]（４）「若き江戸川乱歩の探偵活劇～怪盗に挑む！濱田岳×草刈正雄」（2/11）（総合）

第５５回ＮＨＫ福祉大相撲（2/23）（総合）

【特集ドラマ】ガラパゴス★後編 働く。生きる。誰もが幸せになっていいはずだ。（２/１３）（総合）

カラーでよみがえる！大河ドラマ第１作「花の生涯」（2/5）（総合、ＢＳ４K）
※第１話のみ

■２月 反響の多かった番組 
 

先月から始まった「【大河ドラマ】 どうする家康」には、引き続き脚本や出演者についての反響が届

いています。また作家・江戸川乱歩の誕生秘話をオリジナル脚本で伝えたドラマや人材派遣会社の謎に

刑事が迫った社会派ドラマに好評の声が寄せられました。また、「ＮＨＫのど自慢」のチャンピオン大会

やロシアによるウクライナ侵攻に関する「ＮＨＫスペシャル」にも、放送予定に関する問い合わせが多く

ありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．インターネット業務への声 
 

インターネット業務に関する声の受付件数は１４，４２２件で、前月より２，４６５件減りました。前月は

紅白歌合戦や正月番組関連について問い合わせが多かったためで、例年と同様の傾向です。このうち

８４％が、ＮＨＫプラスについての問い合わせでした。 

また、語学番組やラジオの聞き逃しなどの動画・音声配信についての声は６２８件と、今年度最多と

なりました。これは、語学関連のホームページでストリーミングの再生で不具合が起きたことによるも

のです。改修を終えるまで、再生可能な別のサイトに案内、誘導することで問い合わせは減りました。 

 

 

  

※集計期間 ２月１日～２８日 
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月刊みなさまの声 ２０２３年２月 

 
４．受信料への声 
 

受信料に関して、２月は１２６,６３４件の意見や問い合わせが寄せられました。このうち９６．２%が問

い合わせで、受信契約の手続きや、請求内容についての問い合わせなどでした。ふれあいセンター（営

業）への入電が多く、電話がつながりにくい状況が続いていますが、インターネットでの手続きを案内し

ながら、受け付け体制を強化、混雑緩和に努めています。また、春の引越しシーズンを前に、卒業等によ

り家族割引の適用が２０２３年３月末で終了する学生に向けて、転居や家族割引の継続申請などの手続

きについて「ＮＨＫ受信料の窓口」サイトをご案内する郵送物を発送しました。 

ふれあいセンター（営業）で受け付けた意見は３，４３６件で、前月よりも５５２件増加しました。最も多か

ったのは、送付物に関するもので前月より４４４件増えて２，３８６件で、続いて契約・事務処理に関する

ものが２９７件、スタッフに関するものは１８３件でした。これは、前月、受信契約を勧奨する送付物をま

とめて発送したためとみられ、いただいた意見は改善にいかしていきます。 

 

 

５．技術・受信相談への声 

 

技術・受信相談に関して、２月は２，２５０件の意見や問い合わせが寄せられ、ふれあいセンター（受信

相談）および各放送局の受信窓口では１，８５７件を受け付けました。内訳は、映像が受信できないなど

の申し出が１，３５０件、受信方法やテレビのリモコンの操作方法といった技術相談が５０７件でした。 

茨城県つくば市にある中継局のアンテナ設備に雪が付着したため障害が起き、総合とＥテレの受信状

況が不安定となり、問い合わせが寄せられました。 

 

 

６．経営への声 
 

ＮＨＫの経営に関して、２月は６５８件の意見や問い合わせが寄せられ、前月の２６０件から３９８件  

増加しました。このうち、ふれあいセンター（放送）に届いた意見や問い合わせは４７６件で、最も多かっ

たのは札幌放送局のアナウンサー逮捕に関するものでした。「ネットニュースでしか伝えず、テレビで報

道しないのはなぜか」「不祥事がずっと続いている。組織として職員、関係者の規律を徹底すべき」「受

信料を受け取っているのだから、しっかりと襟を正さなければならない。謝罪をきちんとするべきで

はないか」といった厳しい声が３６１件寄せられました。次に多かったのは、経営計画の修正案について

で６７件の声が寄せられました。主なものは衛星波の削減に関するもので、「今使っている２Ｋのテレビ

では、新ＢＳ２Ｋは見られなくなるのか」という誤解や「４Ｋはもともと見ていないが、１２月からはテレビ

を買い替える必要はあるのか」などの問い合わせなどがありました。 
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月刊みなさまの声 ２０２３年２月 

 
・ 六角精児さんと井上咲楽さんによるドラマ仕立てもよいが、もっと昔の映像を長い時間見たかっ

たと思う。                                                              （７０歳以上男性） 

                                                   ※同様意見  ２件 

 

 

〇テレビ７０年記念ドラマ「大河ドラマが生まれた日」への声 

・ 新しいことが始まるときの情熱や高揚感。そして大切なのは、身近な人を喜ばせたいという気持

ち。こうした要素がよく描かれたすばらしいドラマだった。                             （５０代） 

・ 「そんなの無理だ」とあきらめることなく、「やってみないと分からない」という当時のスタッフの

熱量にわくわくさせられ、自分の仕事への向き合い方も考えさせられた。            （４０代女性） 

・ 当時の「五社協定」（大手映画会社が専属俳優の他社作品、テレビ出演を制限する協定）など、テレ

ビドラマ作りの大変な状況がよく分かって興味深く見た。                          （６０代男性） 

・ 大河ドラマへの出演を決心した佐田啓二さんの子息である中井貴一さんが劇中で芸能局長を演じ

ていたことに、配役の妙を感じた。                                          （７０歳以上男性） 

・ 冒頭に西暦での年代表示（１９６２年）があったが、元号がなかった。大河ドラマの記憶は昭和、平成

と元号で刻まれているので、かっこ書きでもいいので元号も入れてほしかった。 （７０歳以上男性） 

 

 

〇カラーでよみがえる！大河ドラマ第１作「花の生涯」への声 

・ （前日に放送された）「大河ドラマが生まれた日」を見て、この放送を楽しみにしていた。昭和３８年

の放送当時にまだ私は生まれていなかったが、映像の迫力、カメラワーク、役者の立ち回り、劇中

の音楽と、どれを取ってもその質の高さに驚くとともに、これぞ大河ドラマの原点と呼ぶにふさわ

しい作品だと感激した。                                                        （６０代女性） 

・ ＡＩの技術によるカラー化は、すばらしい試みだ。大変貴重な、まさに宝石のような映像だった。 

                                                     （７０歳以上男性） 

・ カラー化する意味はあるのだろうか。昔の作品は、当時の白黒のままの方が味わいがあるように

思う。                                                                        （５０代男性） 

・ 完全に映像が残っているのは第１話だけとのことだが、他の回もぜひ見てみたい。何とか発掘し

てもらえるのを心待ちにしている。                                          （７０歳以上男性） 

                                          ※同様の意見、要望など ２７件 
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月刊みなさまの声 ２０２３年２月 

 
 ・ 第２弾、第３弾と続けていただきたい。行政は責任逃れ的なことを言っていたが、あそこで終わら

ないで、さらに取材してほしい。これは大きな問題だと思い周りの知人とも話題にした。シリーズ

化して放送することで苦しい人を救えるのではないかと思った。              （５０代男性） 

・ 自分は運よく退院できたが、病院の中で起きていたことを話しても信じてもらえないかもしれな

いと思うと、怖くて話すことができなかった。きょうの番組を観てフラッシュバックのようにはっ

きりと思い出した。                                           （５０代女性） 

 

 

＜再放送に関する意見・要望＞ 

・ ひと事とは思えず恐ろしくなった。遅い時間の放送だったが、みんなで共有したいので昼間の時

間帯に再放送をしてほしい。                                      (６０代女性） 

・ 誰にもおもねらず「こんなことはおかしい」というストレートなメッセージに打たれた。公共放送に

求めるのは、まさにこうした公共のための番組だ。ぜひ時間帯を変えて再放送してほしい。 

（３０代女性） 

※多くの人が見やすい時間帯での再放送を要望する同様意見１８件 
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２０２３年３月 
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月刊みなさまの声 ２０２３年３月 

 
２．放送・番組への声と対応 
 

放送に寄せられた視聴者の声は７７，１０９件で、このうち意見・要望は２９，８２０件でした。分類する

と好評意見が３４．０％、厳しい意見は６６．０％で、好評意見は昨年度の平均より８．７ポイント高くなっ

ています。これは、「大河ドラマ」や「夜ドラ」などのドラマ番組に引き続き多くの好評意見が寄せられた

ほか、Ｅテレの語学番組で出演者についての多くの支持があったことによるものです。 

 

 

 

 

 

声をもとに対応したおもな事例は、番組のテロップの誤りや誤読など９０件（２月は９３件）、ホームペ

ージ関係は３６件（２月は３８件）でした。制作担当者に伝えて再放送などで修正したほか、番組の責任

者らが出席する各種会議などでも状況を報告し、注意を促しました。 

また、スポーツ中継で「選手の名前の読み方が分からない」「名前をフルネームで伝えてほしい」とい

う視聴者の声に応えた選抜高校野球大会の実況の取り組みと、鹿児島放送局で、放送設備の保守・整備

などのため、放送を休止する地域をより詳しく表示できるように告知サイトを改善した例を紹介します。 

 

 

■スポーツ中継を分かりやすく 選抜高校野球で選手名をフルネームで紹介 
 

 

 

 

 

 

 

日々国内外の熱戦を伝え続けているスポーツ中継。多くの視聴者に熱戦を楽しんでいただいていま

す。大谷翔平選手の活躍に沸くＭＬＢや日本のプロ野球、サッカーＪリーグ、大相撲などのプロスポーツ

と並び、ＮＨＫがスポーツ放送の柱として大事にしてきたのがアマチュアスポーツです。 

毎年夏に行われる全国高校野球選手権と３月に行われる選抜高校野球大会、ＮＨＫでは総合、Ｅテレ、

Ｒ１、ＦＭなどで、夏は全４８試合、春の選抜は３１試合(２０２３年は記念大会のため３５試合)を放送して

います。１つの大会に実況、インタビュー、アルプススタンドからのリポートなどで全国から４０人から 

５０人近いアナウンサーが集まります。 

これまでアナウンサーのコメントに対して視聴者からいただくご意見は、「地元の学校をもっとしっ

かり伝えてほしい」「一方のチームに情報が偏らないように放送してほしい」など、内容に関するものが

大半でした。このような声に応えるため、全国で放送している強みを生かし、それぞれの地域でアナウ

ンサーが取材した情報を甲子園に持ち寄り、大会前には綿密な戦力分析会を開いて情報を共有するな

どして、公平で分かりやすい放送につなげてきました。 

そして、ここ数大会、これまであまりなかった意見が目立つようになりました。「選手の名前の読み方

が分からない」「名前をフルネームで伝えてほしい」というものです。２００４年の人名用漢字の追加や、

これまで一般的ではなかった当て字を用いることなどで、読み方が一目では分からない名前の選手が

増えてきたためと考えられます。 

1月 2月 3月 2021年度平均

好評意見 39.6% 37.1% 34.0% 25.3%

厳しい意見 60.4% 62.9% 66.0% 74.7%
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月刊みなさまの声 ２０２３年３月 

 
【視聴者から寄せられた声】 

・ 生徒の名前の読み方をフルネームで紹介してほしい。この頃の若者の名前は読み方が難しいので

きちんと紹介してほしい。                （６０代女性） 

・ せっかくの晴れ舞台、ぜひフルネームで呼んであげてほしい。検討を願う。      （4０代女性） 

・ 試合中の選手の名前をフルネームで何回かアナウンスしてもらえると、さらに気持ちを入れて応援

できると思う。            （５０代女性） 

・ 全国多様な選手の名前も楽しみの一つ。ここ数年どう読むのかわからない名前が多く、読み方が気

になってしかたない。選手紹介のときに、ぜひフルネームで読み上げてほしい。      （５０代女性） 

 

このような声に応えるため、アナウンス室と大会の中継を制作している大阪局などで検討を始めま

した。まず、選手の名前に読みがな(ルビ)をふることを考えましたが、表示システムを改修する必要が

あることや読みがなをふる名前を誰がどう選別するのかなどの課題もあり、導入には至りませんでし

た。 

 

 

そこで考えたのが、実況を担当するアナウンサーが選手の名前をフルネームで紹介するということ

です。ことし３月の選抜からの実施を目指し効果的なタイミングを検討しました。１つは「試合開始前の

スターティングメンバーの紹介時」。しかし画面表示が姓のみのため効果的ではないと判断。次に「１回

表と裏が始まる前の両チームの守備紹介時」も検討しましたが、放送時間の都合で守備紹介ができな

い試合もあるため見送りました。そしていくつかの候補の中から、「各選手の第１打席」に選手のフルネ

ームをコメントすることを目標として、試験的に選手名をフルネームで紹介しました。 

中継では担当する各アナウンサーが趣旨を理解し、全ての試合で第１打席でのフルネーム紹介を行う

ことができました。中継をご覧になった視聴者からは早速、反響が寄せられました。 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ ２０日の第１試合のアナウンサーが選手の名前をフルネームで紹介していた、読めない名前が増え

ているのでうれしかった。           （６０代男性） 

・ 選手の名前をフルネームで伝えてくれたアナウンサーありがとう。いつも何て読むんだろうとモヤ

モヤしてたのでうれしい。           （４０代女性） 

・ 難読な漢字の名前の選手も多く、何と読むのか気になっていた。これまで要望を伝えたこともあっ

た。今大会で、ついにフルネームで実況をしてくれていた。試合そのものとは関係がないかもしれ

ないが、より放送を楽しめた。           （６０代女性） 

 

視聴者から寄せていただいたご意見をきっかけに取り組んだ今回の「選手名のフルネーム紹介」。 

このあとも、夏には高校総体(インターハイ)、冬には駅伝などの高校スポーツの中継も予定されていま

す。コメントの方法やタイミング、回数など検討を重ね、さらに分かりやすいスポーツ中継に取り組んで

いきます。  
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■鹿児島放送局公式サイト 放送休止地域をより詳しく表示 
 

ＮＨＫの各放送局では放送設備の保守・整備などのため、  

放送を休止する場合があります。これまで鹿児島放送局では、

放送を休止するとき、日時、休止するメディアと、休止する地域

が県内全域なのか一部地域なのかを、放送局のホームページ

でお知らせしてきました。これに対して、視聴者から、放送を休

止する地域を、具体的に知りたいという要望が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ 仕事で深夜、ラジオを聞きながら鹿児島県内を車でまわっている。ときどき、ラジオ放送が休止に

なるが、どのエリアが休止なのか事前に分かるとありがたい。      （５０代男性） 

 

 

こうした要望を受けて、１月、鹿児島局では放送設備の保守・整備の内容から地域を絞り込み、影響を

受ける地域を詳しく表示するようにホームページを改善しました。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【視聴者から寄せられた声】 

・ これまで『全県』か『一部』のみだった表記が、『大隅』や『北薩』など地域ブロック別の表記になり  

とても分かりやすくなった。            （５０代男性） 

 

ＮＨＫでは今後も地域のみなさまに、よりきめ細かな情報をお届けすることで、利便性の向上をはか

ってまいります。  

ＮＨＫ鹿児島放送局 

従来の表示 

改善後の表示 

25



月刊みなさまの声 ２０２３年３月 

 
■３月 反響の多かった番組 
 

大谷翔平選手が開幕投手を務めたＭＬＢアメリカ大リーグや、南海トラフ地震の脅威やその備えに 

ついて検証した「ＮＨＫスペシャル」、ＢＳ８Ｋで放送したスタジオライブに数多くの問い合わせや意見が

寄せられました。また、「【大河ドラマ】 どうする家康」には、引き続き脚本や出演者についての反響が

届いています。また、４月からＢＳ４Ｋで放送が始まる「大河ドラマアンコール 篤姫」については、視聴 

方法の問い合わせや地上波・ＢＳプレミアムでも放送してほしいという要望や意見が放送前から数多く

寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．インターネット業務への声 
 

インターネット業務に関する声の受付件数は１４，４２５件で８４．８％の１２，２３３件がＮＨＫプラスに 

関するものでした。また、ＮＨＫを名乗る架空の発信元からのメールやダイレクトメッセージについての

問い合わせや相談が前月と比べて急増し１，９０７件にのぼりました。これは、「ＮＨＫ放送受信料２４時間

以内に確認」「ＮＨＫアップグレード通知」などと、ＮＨＫを装って偽のサイトに誘導し、クレジットカード番

号や口座番号を入力させようとするもので、「広く注意喚起をしてほしい」という声も寄せられました。 

ＮＨＫでは経営広報番組やニュースの中で５回にわたって注意を呼びかけるとともに、公式サイトに

おいても同様の注意喚起を掲載しました。今後も状況を注視し、適切に対応をすすめていきます。 

 

 

 

  

※集計期間 ３月１日～３１日 

490

433

398

370

340

330

310

283
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ＭＬＢ２０２３「エンジェルス」対「アスレティックス」（3/31）（総合、総合ｻﾌﾞ）

ＮＨＫスペシャル 南海トラフ巨大地震 第１部 ドラマ（前編・後編）（3/4）（総合）

８Ｋスーパーライブ 前代未聞のワンマンＧＯ 生放送！郷ひろみ“５つの顔”（3/14）（ＢＳ８K）

【大河ドラマ】どうする家康 第１０回「側室をどうする！」（3/12）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

【大河ドラマ】どうする家康 第９回「守るべきもの」（3/5）（総合、ＢＳプレミアム、ＢＳ４K）

国会中継 「参議院予算委員会質疑」（3/23）（総合、ラジオ第１）

アニメ 夜廻り猫 ＃１～＃１５（3/21.24.26.27）（総合）

大相撲（２０２３年）春場所 初日（3/12）（総合、ＢＳ１ｻﾌﾞ、ＢＳ４Ｋ、ラジオ第１）

ＮＨＫスペシャル 南海トラフ巨大地震 第２部 “最悪のシナリオ”にどう備えるか（3/5）（総合）

＜３月放送以外の番組への反響＞ 【大河ドラマアンコール】篤姫 第１回「天命の子」（4/2）（ＢＳ４Ｋ） ３４６件
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月刊みなさまの声 ２０２３年３月 

 
〇シリーズ全体を通して 

・ ここ数年はコロナ禍に気を取られて、日本は地震大国であることを忘れかけていた。今回の番組

を参考に、地震への備えをいま一度確認しないといけないと思った。           （６０代男性） 

・ 耐震建物が良く、家具の固定、既存家屋の耐震補強が大事だと放送していたが、費用がかかるの

で、できない人はどうしたらいいか詳しく教えてほしかった。                       （６０代女性） 

・ 大地震への恐怖を不用意にあおることもなく、起こりうることを直視したうえで、これからの道筋

を示してくれたと思う。私も今回のシリーズで学んだことをいかして、生きるための最善を尽くし

ていきたい。                                                 （３０代女性） 

・ 多くの人が視聴しやすい週末の夜にこの問題を放送してくれて、よかったと思う。   （６０代女性） 

・ 第１部、第２部を通して、原子力発電所への言及がなかった。全般によいシリーズだったが、そこだ

けは物足りなく感じた。                                        （６０代男性） 
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第２７条 
協会は、その業務に関して申出のあった苦情その他の意見については、

適切かつ迅速にこれを処理しなければならない。

第３９条 第４項 
会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条 
の苦情その他の意見及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告し 
なければならない。 

放送法 


